
課名 指標名 現状値 目標値 係名 指標名 現状値 目標値
燕・弥彦地域公共交通網形成計画
策定のための学生アンケート調査
実施

－ 12月完了
公共交通の利便
性向上

循環バススワロー号の路線見直し － 3月改定
公共交通の利便
性向上

スワロー号の利用者数
103人/日
（R4実績）

103人/日
公共交通の利便
性向上

やひこ号の利用者数
66人/日

（R4実績）
66人/日

公共交通の利便
性向上

おでかけきららん号の利用者数
146人/日
（R4実績）

146人/日
公共交通の利便
性向上

中間評価
おでかけきららん号へのweb予約シ
ステムの導入

－ 11月導入
公共交通の利便
性向上

最終評価 新規バス路線導入事業
コミュニティバス実証運行の利用者
数

20人/日
（R4実績）

20人/日
公共交通の利便
性向上

市内空き家数【市による調査】
798棟

（R5.4月）
786棟

補助金を活用した特定空き家の解
体数

6件
（R4実績）

6件

空き家・空き地活用バンク成約数
18件

（R4実績）
25件 空き家・空き地活用バンク事業

空き家・空き地活用バンク新規登録
の件数

31件
（R4実績）

35件
空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

中心市街地再生モデル事業（累計） － 1件 中心市街地再生モデル事業 モデル事業工事の完成 － 3月完成
空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

まちなか居住支援事業を活用した
定住人口

71人
（R4実績）

90人 まちなか居住支援事業 まちなか居住支援事業申請件数
24件

（R4実績）
30件

空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

中間評価
移住家族支援事業を活用した移住
人口

148人
（R4実績）

150人 移住家族支援事業 移住家族支援事業申請件数
52件

（R4実績）
55件

空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

最終評価 燕市立地適正化計画改定事業 立地適正化計画の改定 － 3月改定
空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

寺郷屋灰方自歩道整備事業 整備延長
253m

(R4実績）
354ｍ 道路環境の整備

灰方幹線他歩道整備事業 整備延長
334ｍ

(R4実績）
380m 道路環境の整備

園児通行ルート安全対策事業
(小牧灰方線）

整備延長
80ｍ

(R4実績)
81ｍ 道路環境の整備

広域8号線交差点改良事業 整備延長
220ｍ

(R4実績）
141ｍ 道路環境の整備

中間評価
橋梁点検進捗率
(橋梁点検済箇所/橋梁点検箇所(606))

73.8%
(R4まで累計)

100% 橋梁定期点検事業 橋梁点検済箇所
106箇所
(R4実績）

159箇所 橋梁の長寿命化

最終評価
橋梁修繕進捗率
(橋梁修繕済箇所/橋梁修繕箇所(64))

9.4%
(R4まで累計)

12.5% 橋梁修繕事業 橋梁修繕着手件数
1橋

(R4実績)
2橋 橋梁の長寿命化

都市
計画
係

公共交通運行事業

①

人の流れの変化や市民からの新たな
ニーズを踏まえた交通網の再編成等に
より、さらなる利便性向上を図り、誰も
が利用しやすい公共交通の整備を推
進します。 都市

計画
課

県央基幹病院を中心とした須頃
郷地区の開発を受け変化する人
の流れに対応するため、コミュニ
ティバスの運行ルートやダイヤ
の見直しを行い、公共交通の利
便性向上を図ります。

市営バス、デマンド交通の1 日当た
りの利用者数

315 人/ 日
（R4実績）

315 人/ 日

空き
家等
対策
推進
係

老朽化が進んでいる橋梁等の道
路施設について、長寿命化を図
り適正な維持管理を行います。

②

都市
計画
課

③

土木
課

通学する児童・生徒や歩行者の
安全確保を目的とした自転車・
歩行者道の整備を実施します。

土木
課
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20％以上
17.6％

（R4調査）
市民意識調査における「公共交通
対策」の満足度

都市
計画
課

都市
計画
課

主に商店街等の中心市街地で、
地域課題の解決や、魅力創出を
目的とした面的整備を行う事業
を促します。また、民間資金やノ
ウハウ等を活用して、空き家跡
地活用を促します。

立地適正化計画に基づく各種誘
導施策を総合的かつ継続的に
展開することで、人口減少に対
応した都市機能の集積とまちな
かへの居住の誘導を推進しま
す。

空き家跡地活用促進事業を活用し
た分譲地数

0件
（R4実績）

1件

多種多様な空き家対策を推進す
るため、各協定団体の連携を図
りつつ、助成金等の活用により、
空き家等の減少を図ります。

整備率
(整備済延長/総延長(L=3,883m))

68.5%
(R4まで累計)

87.3%
建設
係

空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

空き家対策とまち
なかの賑わいづく
り

空き家や空き地の有効活用により住環
境を向上させ、まちなかを活性化させる
ことで長期にわたり暮らしやすいまちを
目指します。

安全・安心に通行できる歩行者空間と
橋梁等の安全性を確保します。

都市
計画
係

空き
家等
対策
推進
係

空き家跡地活用促進事業
空き家跡地活用促進事業の解体件
数

空き家等対策連絡協議会事業 空き家総合相談会の相談件数

4件
（R4実績）

8件

38件
（R4実績）

40件

建設
係
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計画
管理係

公共下水道（燕処理区）の計画
変更

全体計画の変更策定（R5～R6） - 3月完了
効率的な汚水処理
の推進

中間評価

最終評価

【新規供用区域】
ダイレクトメールの実施

2回実施
（R4実績）

2回実施
（8月・12月）

下水道事業経営改善
戦略の策定・推進

【既供用区域】
自治会チラシ回覧

2回実施
（R4実績）

2回実施
（10月・3月）

下水道事業経営改善
戦略の策定・推進

【既供用区域】
戸別訪問の自治会数

3自治会
（R4実績）

6自治会
下水道事業経営改善
戦略の策定・推進

中間評価 新規下水道ＰRチラシの作成
（戸別訪問、下水道フェア、校外学習向け）

-
Ｒ6.3月

作成完了
下水道事業経営改善
戦略の策定・推進

最終評価
業務
係

下水道事業経営改善戦略の策
定

下水道事業経営改善戦略策定業務
委託（R5～R6）

- 3月完了
下水道事業経営改善
戦略の策定・推進

中間評価

最終評価

公営住宅整理事業（市営住宅管
理費）

74.2％
（R4実績)

78.0%

都市の健全な発達及び公衆衛生の向
上に寄与し、あわせて公共用水域の水
質保全に資するため、下水道の面整備
を進めるとともに、老朽化した下水道施
設の計画的かつ効率的な更新を推進し
ます。

⑤
下水
道課

下水道への接続を促進し、使用
料収入の増加を図ります。

下水道接続率の向上

下水
道課

令和10年（2028）年度までの集
合処理区域の概成を目指し、下
水道整備を計画的に進め、普及
率の向上に努めます。

集合処理区域の下水道処理人口普
及率

90.0％
（R4実績）

92.4%

⑥
営繕
建築
課

老朽化により防犯上・安全上の
問題を抱え、入居募集停止と
なっている公営住宅（整理対象
団地）の解体・処分を行います。

30.16%
(R4まで累計)

35.0%
整理対象団地における解体住戸数
の割合（累計・H18～）

④

下水
道課

ストックマネジメント計画に基づ
いた合流管渠の管渠更生事業
を推進します。

公的資産のマネジ
メント

4戸
（R4実績）

3戸

公営
住宅
係

ストックマネジメント計画に対する事
業進捗率（合流管渠更生率）

41.3%
（R4実績）

55.8%

公共下水道の整備（未普及対
策）

本町排水区（合流）管路施設の
改築・更新

下水道管渠工事発注率

合流管渠更生工事進捗率

-

-

100%

100%

集合処理区域における
下水道の未普及対策
の推進

ストックマネジメント計
画等による効率的な下
水道施設の更新

工務
係

工務
係

移転交渉の結果による退去戸数

下水道経営の健全化を図るため、公共
下水道への早期接続を推進します。

老朽化した公住宅の敷地の有効活用
に向け、建物の解体整理を推進しま
す。

公営住宅整理事業（市営住宅管
理費）

公的資産のマネジ
メント

15戸
（R4実績）

22戸市営住宅の解体戸数

下水道接続率向上に向けた取り
組み

計画
管理
係
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